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不動産クラウドファンディング事業への参入のお知らせ 
 

当社グループでは、かねてより当社グループの新たな事業領域として、クラウドファンディン

グ分野への進出について検討を行っておりましたが、この度当社連結子会社である株式会社ファ

ンドクリエーション（以下、「ファンドクリエーション」という）が不動産クラウドファンディン

グ事業へと参入し、不動産クラウドファンディングサービスの「FC FUNDING」を開始したことを

お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 不動産クラウドファンディング市場について 

当社グループでは、近年目覚ましい成長を見せるクラウドファンディング分野に注目し、これ

まで調査・検討を行ってまいりました。 

矢野経済研究所の調査によると、日本国内のクラウドファンディングの市場規模は、2014年の

200億円から2021年には1,640億円へと急拡大しております。 

中でも、不動産クラウドファンディング市場は、2017年に不動産特定共同事業法が改正され、

小口化された不動産商品の電子取引業務に関するルールが整備されたことで急速に市場規模が

拡大し、2019年は30億円程度であった市場規模が2021年には200億円超へと拡大しております。 

世界の不動産クラウドファンディングを見ると、Polaris Market Research社の調査では2021

年市場規模は108億ドル（１兆5000億円弱）となっており、日本市場は1.3％程度を占めるにす

ぎません。他方では、日本の収益用不動産の資産規模は、世界全体の7.4％を占めている（2017

年時点。PGIM Real Estate調べ）ことと比較すると、同市場は今後もさらに大きな拡大・成長

が期待される市場と考えられております。 

 

２． 「FC FUNDING」について 

当社グループでは、外部のクラウドファンディングサービスでの資金調達などを通じ、クラウ

ドファンディング事業のノウハウの蓄積を行ってまいりましたが、この度、不動産特定共同事

業法に基づく許可を取得しているファンドクリエーションにおいて、自社の不動産クラウドフ

ァンディング事業「FC FUNDING」を開始いたしました。「FC FUNDING」は個人向け金融商品と
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不動産のプロフェッショナルである、当社グループのノウハウを活用した不動産クラウドファ

ンディングサービスです。投資家は小口の資金でプロが目利きした案件に投資が出来るため、

手軽に、なおかつ安心して投資を行うことが出来ます。 

第一号の投資案件としては、当社の資本業務提携先であるmatsuri technologies株式会社（所

在地：東京都、代表取締役：吉田 圭汰）が運営を行う貸別荘・コテージシリーズ「S-villa」

の開発案件への投資案件を予定しております。投資家に真に求められる、新しいファンドの開

発を目指す当社グループでは、他の不動産クラウドファンディングサービスではあまり見られ

ない、別荘への投資を行う案件への投資機会を提供することといたしました。ポストコロナに

おいて、インバウンドも含めて旅行需要の急拡大が見込まれるため、別荘への投資では高い収

益を期待でき、投資家にとっても非常に魅力的な投資機会であると考えています。当社グルー

プのノウハウ、ネットワークを活用し、他社には無い投資機会を提供し、「FC FUNDING」の独

自性のある投資案件のラインナップの構築を目指してまいります。 

 

３． 今後の取り組みについて 
当社グループとしては、「FC FUNDING」の事業を拡大させることにより、成長著しいクラウド

ファンディング分野での収益拡大を目指すとともに、魅力的な投資機会の提供に努めてまいり

ます。 

また、当社グループではこれまで、証券会社等を通じた一般投資家向けの商品、機関投資家や

富裕層向けの商品を開発、販売してまいりましたが、「FC FUNDING」の開始により、自社のウ

ェブサービスを活用して、一般投資家へ直接商品を提供することとなりました。投資家層の拡

大を活用して、新たな事業展開、新商品の開発を加速してまいります。 

さらに、従来から取り組んでいる不動産投資事業において、新たな資金調達手段として「FC 

FUNDING」を活用することにより、当社グループとしての新たな投資機会の獲得につなげてまい

ります。 

 

４．今後の業績に与える影響について 

  本件が 2023 年 11月期の連結業績に与える影響は軽微であり、また連結業績予想に織込み済

みでありますが、今後「FC FUNDING」事業を拡大することにより、中長期的に当社グループの

業績及び企業価値の向上に資するものと考えております。 

 

以 上 

 

（ご参考） 

「FC FUNDING」サービスサイトへは下記の URL、QRコードからアクセスください。 

URL：https://fc-funding.jp/  

            

https://fc-funding.jp/

